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 圏央道の茅ヶ崎JCT～寒川北IC間、海老名IC～相模原愛川IC間 

 開通３ヶ月後の整備効果についてお知らせします。 

ち が さ き さむかわきた さがみはらあいかわ けんおうどう 

 平成25年3月30日（土）に開通しました 圏央道 海老名IC～相模原愛川IC   

と平成25年4月14日（日）に開通しました茅ヶ崎JCT～寒川北IC間の、開通

３ヶ月後の整備効果をお知らせします。 

≪周辺道路の混雑が緩和！≫ 
•周辺の一般道路では、大型車交通量が約1～2割減少し、渋滞が緩和。 

≪目的地により早く、より確実に！≫ 
•圏央道利用者（ドライバー、物流企業）は移動時間短縮を実感。 
•物流企業は安定的なダイヤ、配送が可能に。 

≪沿線の企業立地に貢献！ ≫ 
•今回の開通区間の沿線周辺では、新規物流施設や新たな機能を有する物
流施設が操業を開始。 
•圏央道の整備と土地区画整理事業を見据えた大型商業施設の立地も予定。 
•未開通区間の整備による中央道、関越道との連絡にも期待。 

圏央道全体としての開通効果のお知らせはこちらをご覧ください。 
http://www.ktr.mlit.go.jp/kisha/road_00000038.html  



開通区間に並行する国道129号や(主)相模原茅ヶ崎線の大型車交通量が
約1～2割減少し、渋滞が緩和。 

• 周辺の一般道を利用する企業からは、「渋滞が緩和している」との声を頂いています。 

• 開通区間に並行する国道１２９号船子北谷交差点では、開通前に比べ、大型車交通

量が約23％減少し、最大渋滞長が約290ｍ減少。金田交差点では、大型車交通量が

約9％減少し、最大渋滞長が約500ｍ減少。 

整備効果①：周辺道路の混雑が緩和 
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圏央道の開通前後における一般道路の交通量と渋滞長の変化 

至 静岡 
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大型車は約23%減少（3,100台/日） 

至 埼玉 

国道129号 金田交差点 

大型車は約9%減少（1,400台/日） 
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調査日： 
 開通前   平成25年2月19日（火） 
 開通3ヶ月後 平成25年7月16日（火） 

凡 例   
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出典：交   通   量；交通量調査結果より断面（双方向）の合計を算出。 
           なお、数値は百台単位で丸めたものである。 
   最大渋滞長；渋滞長調査結果より該当する方向の最大値を算出。 
         なお、最大渋滞長の数値は10ｍ単位で丸めたものである。 2 

物流企業の声 

 内陸工業団地から金田交差点まで
の国道129号の渋滞が緩和している。 

 出典：企業・商工会等ヒアリング調査
（平成２５年7月～８月実施） 

 県道42号線の相模川渡河部の座
架依橋の渋滞が、開通後はほぼ解消
した。 

出典：企業・商工会等ヒアリング調査
（平成２５年7月～８月実施） 

工業団地組合の声 
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大型車は約10%減少（300台/日） 
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至 東京 



利用者のほかにも、物流会社からも喜びの声をいただいています。 
•通勤や観光などの一般利用者からは、「移動時間が短くなった」との声を多数いただき、
効果を実感して頂いています。（相模原愛川ＩＣ周辺～厚木ＩＣ間で約２０分短縮）。 

•物流企業からは、定時性の確保による安定的な配送が可能になったとの声もあり、企業
活動にも圏央道が貢献。 

•今回の開通区間の利用により、移動時間が短縮され、ドライバーの負担軽減などが図ら
れ、業務活動や観光・レジャーの利便性向上につながっています。 

整備効果②：地域活性化への支援（物流、観光・レジャー） 

圏央道沿線の企業や商工会等の声 

商工会の声 

 開通区間を使うと、
横浜方面や小田原方
面の移動時間の短縮
は実感できる。 
  

出典：企業・商工会等ヒアリング調査
（平成２５年7月～８月実施） 

物流企業の声 

 圏央道を利用すること
により、移動時間が読め
ることが最大のメリット。 

 出典：企業・商工会等ヒアリング調査
（平成２５年7月～８月実施） 

 これにより、安定したダイヤを組む
ことが可能となり、朝の拠点から各店
舗への配送、夕方の各店舗から拠点へ
の配送などにおいて、約２０分の短縮
が図られている。 

■相模原愛川ICに近接する内陸工業団地から厚木ICを利用する場合 

出典：（開通前）国道129号； H25.2月平日８時台の民間プローブデータより。 
   （開通後）国道129号； H25.7月平日８時台の民間プローブデータより。 
        圏央道については、80km/hとして移動時間を算出。 
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■開通区間の利用者が実感されている効果（複数回答有） 

厚木から相模原へ２０分～３０分早く着くようにな
りました。 

現場に早く着けるようになり、客先にも良い対応が
出来るようになりました。 

■圏央道に対する期待・ご意見（複数回答有） 
今は、未開通区間の高尾山IC～相模原愛川IC間を、一
般道を利用するしかないので、早期の全線開通にと
ても期待しています。 

一般道や首都高を経由せずに遠出出来るようになる
ので全通に期待する。利用頻度が増えると思う。 

高尾山ＩＣまで繋がれば、自宅のあきる野と実家の
茅ヶ崎の往復に便利。 

多くの利用者が、所要時間
の短縮や移動時間の信頼
性向上を実感 

多くの利用者が、観光・ 
レジャーの利便性向上や一般
道の渋滞緩和、地域の産業活
性化を期待 

埼玉県桶川市から東伊豆方面へ年4回ほど帰省します
が、今回の開通により、大変便利になりました。 

出典：厚木PA利用者聞き取り調査（平成25年7月実施） 
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圏央道の開通に伴い、沿線周辺に物流施設が相次いでオープン。 
• 今回の開通区間の沿線周辺では、新規物流施設や新たな機能を有する物流施設が
操業を開始。 

• 圏央道の整備と土地区画整理事業を見据えた大型商業施設の立地も予定。 

• 未開通区間の整備による中央道、関越道との連絡にも期待が寄せられています。 

整備効果③：企業立地への貢献 
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平成25年度に開業する主な物流施設 

出典：物流企業へのヒアリング調査（平成25年7月～8月実施） 

相模原愛川IC周辺の物流企業の声 

圏央道の整備をにらんで、相模原愛川ＩＣ近くに物流ターミナルを立地しました。 
相模原愛川ＩＣ－高尾山ＩＣ間の開通により、中央自動車道や関越自動車道にも接続し、広域でのサービス展開が可能になります。 

商工会の声 

出典：企業・商工会等ヒアリング調査（平成２５年7月～８月実施） 出典：企業へのヒアリング調査（平成２５年１０月実施） 

  沿線に物流企業の進出や店舗の出店がみられる。 

海老名ｴﾘｱ周辺の商業施設立地予定企業の声 

圏央道の整備と土地区画整理事業を踏まえ、海老名エリア
に大型商業施設の立地を予定しています。 

■ロジポート相模原 
・平成２５年８月竣工 
・延床面積：約２１.０万㎡ 
・マルチテナント型物流倉庫 

写真出典：ラサール不動産投資顧問㈱ 
       三菱地所㈱ 

相模原愛川IC周辺 

■日本ﾚｺｰﾄﾞｾﾝﾀｰ厚木三田DC・ 
・平成２５年４月竣工 
・延床面積：約４.８万㎡ 
・音楽や映像産業向けにＣＤやＤＶＤなどのパッ

ケージソフトの物流 

写真出典：日本レコードセンター㈱ 

圏央厚木IC周辺 

■ﾌｧｯｼｮﾝ･ｱﾊﾟﾚﾙﾛｼﾞｽﾃｨｯｸｾﾝﾀｰ 
・平成２５年５月竣工 
・延床面積：約１.７万㎡ 
・「ファッション＆アパレル物流サービス」の重要

拠点 

写真出典：鴻池運輸㈱関東支店 
厚木流通センター営業所 

厚木IC周辺 

■ヤマト運輸㈱厚木ゲートウェイ 
・平成２５年８月竣工 
・延床面積：約９万㎡ 
・物流のスピードと工程の短縮を革新的に進化

させる総合物流ターミナル 

写真出典：ヤマト運輸㈱ 厚木主管支店 

相模原愛川IC周辺 

■GLP厚木 
・平成２５年１２月竣工予定 
・延床面積：約１０.７万㎡ 
・免震装置やバックアップ電源を導入し、顧客

の事業継続性を確保 

写真出典：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ･ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｰｽﾞ㈱ 

相模原愛川IC周辺 

■厚木金田物流センター 
・平成２５年７月竣工 
・延床面積：約２.７万㎡ 
・周辺環境に調和した顧客ニーズに応える規

模、機能を備える倉庫施設 

写真出典：サン インテルネット㈱ 

圏央厚木IC・海老名IC周辺 

開通済区間 

今回開通区間 

事業中 

未事業化 

H25年度開業予定の
主な物流施設 

既存立地施設※ 

凡  例 

※出典：「インベスト神奈川」及び「インベスト神奈川２ｎｄステップ」の活用による立地企業。 
      ｢インベスト神奈川2ndステップ」による立地企業一覧より作成（平成25年7月1日時点）。 
      神奈川県の「インベスト神奈川」とは、企業立地を積極的に支援（低利融資、減税措置等）する制度。 
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【参考①】開通区間の交通状況 

 圏央道(海老名IC～相模原愛川IC)の交通量は、1日あたり約
14,300台～約18,100台が利用。 

開通済区間 

今回開通区間 

事業中 

未事業化 

凡  例 

① 

② 

至 埼玉 

至 静岡 

至 

横
浜 

至 東京 

至 三浦 

開通した各インターチェンジ間の平均交通量 

出典：NEXCOデータ 
※データの期間：平成25年4月15日（月）～平成25年7月14日（火） 
※なお、数値は百台単位で丸めたものである。 

至 小田原 ④ 

出典：NEXCOデータ 
※データの期間：平成25年3月31日（日） 
～平成25年6月30日（火） 
※なお、数値は百台単位で丸めたものである。 

③ 

 圏央道(茅ヶ崎JCT～寒川北IC)の交通量は、1日あたり約
1,400台～ 2,200台が利用。 

え  び  な 

ち が さ き さむかわきた 

さがみはらあいかわ けんおうどう 
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③寒川南ＩＣ～寒川北ＩＣ ④茅ヶ崎ＪＣＴ～寒川南ＩＣ 
さむかわみなみ 
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【参考②】開通区間の交通状況② 

相模原愛川ICの利用者のうち、半数以上が東名高速道路
（静岡方面）を利用しています。 

・開通した相模原愛川ICの利用者のうち、東名高速道路も利用し

ている割合が約78％、圏央道のみ利用している割合が約22％と
なっています。 

・なお、東名高速道路の海老名JCTより、静岡方面は約53％、 
東京方面が約25％となっています。 

至 埼玉 
至 東京 

開通した相模原愛川インターチェンジの利用状況 

至 三浦 至 小田原 

出典：NEXCOデータ  データの期間：平成25年3月31日（日）～平成25年6月30日（火） 

横浜町田ＩＣ 

至 静岡 

約25％ 約53％ 約22％ 

東京ＩＣ 

圏央厚木IC～相模原愛川IC間の 

平均交通量 約14,400台/日 

至 

横
浜 

厚木ＩＣ 
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【参考③】圏央道開通区間概要 

■今回開通区間の位置図 

●首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、首都圏の道路交通の円滑化、沿線都市間の連絡強化

等を目的とした都心から半径およそ40～60kmの位置に計画されている総延長約300km

の環状の自動車専用道路です。現在までに約170kmが開通しています。 

●今回開通区間の概要 

路 線 名 ：国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（圏央道） 

①開通区間 ：茅ヶ崎JCT（茅ヶ崎市西久保）～寒川北IC（高座郡寒川町宮山） 
 開通日時    ：平成25年4月14日（日）15時  
 延 長 ：５．１ｋｍ 
 車線数    ：４車線  
 開通IC・JCT ：茅ヶ崎JCT、寒川南IC※ 、寒川北IC 
 アクセス道路 ：新湘南ﾊﾞｲﾊﾟｽ、 (主)伊勢原藤沢線、(主)相模原茅ヶ崎線 

②開通区間 ：海老名IC（海老名市中新田）～相模原愛川IC（相模原市南区当麻） 
 開通日時    ：平成25年3月30日（土）15時 
 延 長 ：１０．１ｋｍ 
 車線数     ：４車線 
 開通IC ：圏央厚木IC、相模原愛川IC 
 アクセス道路 ：国道129号、(主)相模原町田線 

平成22年2月 開通済 

平成26年度 開通目標 

平成25年4月14日  
開通 

平成24年3月25日 開通済 

〔相模原ＩＣは平成26年度〕 

平成25年度 開通目標 

① 

② 

茅ヶ崎中央ＩＣ 

平成25年3月30日  
開通 

※ 寒川南ICはハーフICのため、寒川北IC方面へ
の乗り入れ、寒川北IC方面からの降車のみの
ご利用となります。 

 にしくぼ こうざぐん さむかわまち みややま 

なかしんでん みなみくたいま 
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至 三浦 至 小田原 

開通済区間 

今回開通区間 

事業中 

未事業化 

凡  例 

〔海老名南JCTは、H28年度〕 
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